




















2  cf. [MilkovIEP]






































5  [Heis2008], pp. 95-102.
6  [Locke1690], III. iii. 6.




















































































11  [Cassirer1910], p. 29.





13  ロッツェはしばしば「副次思想 Nebengedanke」という言葉を用いてこれを説明する．例えば，
§20で彼は，概念は「我々に与えられる多様な表象における偶然の一致 Zusammengerathen
を分離し，それらの整合性に対する法的根拠 Rechtsgrund seiner Zusammengehörigkeitという
　普遍徴標（𝑃 , 𝑄）と特殊徴標（𝑝1, 𝑝2 および 𝑞1, 𝑞2）の関係は，変数とそ
の値の関係と類比的に理解することができる．カッシーラーは，このよう
な理解に基づき，上述のように説明される抽象の操作を，𝑎α1β1，𝑎α2β2，𝑎α3β3，





















4 4 4 4 4
を形成するための操作ではない




















































































び [Heis2014a], pp. 286-7もまた参照．
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ないし相互依存
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のである．概念の構造を表す適切なシンボルは，𝑆 =
𝑎+𝑏+𝑐+𝑑…のような等式ではなく，𝑆 = 𝐹(𝑎 , 𝑏 , 𝑐 , etc.) のような
表現である．この数学的表現はたんに次のことを示唆しているに






理解される旧来の関数概念である 17．したがって，上述の「𝑆 = 𝐹(𝑎 , 𝑏 , 𝑐 , 






























self-motion walk, f ly, swim,…
reproduction viviparous, egg, division,…







dog = 〈walk, viviparous, lung〉
bird = 〈f ly, egg, lung〉


























































18  同種の見解は『論理学』を通じて度々述べられる．例えば§27, 120を参照．
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居合わせているのではなく，あるべくして
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ある，換言すれば，理由を伴って























22  カントは，例えば「イエッシェ論理学」において，概念に対し「認識根拠 Erkenntnißgrund」
という観点から説明を与えている（JL, IX, 95-6）．[Hanna2017], §1.1もまた参照．
階で推論できるのはせいぜい，𝑎と𝑏の長さがそれぞれ2と4であるとい
うトリヴィアルな事実だけである．しかし，これらの線分が三角形を形成
するということが判明すると，我々は𝑐の長さが2 < 𝑐 < 6という範囲に収
まると結論することができる．
　この推論を可能にしたのは何であろうか．言うまでもないが，これらの
線分が三角形を形成するという事実，すなわち，これらの線分が ￨ 𝑏 - 𝑐 ￨ 
< 𝑎 < ￨ 𝑏 + 𝑐 ￨ という関係に立つ





























































triangle NAME 𝑎 𝑏 𝑐
𝑋 2 4 5
𝑌 4 3 2
𝑍 1 3 5
　まず，表の見出しを構成する一連の特徴は「属性 attribute」と呼ばれ，
格納されるデータがもつ基本的特徴を表している．この例では，𝑁𝐴𝑀𝐸 , 𝑎 






の集合として定義される．ゆえに，triangleの関係図式は集合 {𝑁𝐴𝑀𝐸 , 𝑎 , 






含まれており，それぞれ𝑋 , 𝑌 , 𝑍という名前をもつ三角形に関するデータ
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𝑡 1 [𝑁𝐴𝑀𝐸 ]= 𝑋 , 𝑡 1 [𝑎] = 2 , t 1 [b] = 4, 𝑡 1 [c] = 5
なる 𝑡 1として与えられる．また，タプルは属性の値の組として理解するこ









































　形式的には，概念空間 𝑆 は質次元に対応する集合 𝐷1, ..., 𝐷nの直積 𝐷1 ×
…×𝐷nとして定義される．したがって，𝑆 中の点，すなわち，𝑆 に属する個々



























































































𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐𝑦2 + 𝑑𝑦 + 𝑒𝑥𝑦 + 𝑓 = 0
と表現される二次曲線の一般式について，我々はそこに含まれる係数 𝑎, 
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」の
みならず，それらを「導き出す
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の普遍妥当性
Allgemeingültigikeit eines Reiheprinzips」，すなわち知覚された多様なものの
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